
散居村保全モデルエリアを核とし、地域拠点をソフト、ハードの両面でネットワークした、計画の全体フレームをつくる。
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井 波： 散策 の 道整 備

庄 川 ： 二 万 石 用 水 親 水 空 間整 備

福 光： 法 林寺 歴史 街 道整 備

井 口 ：カ イニ ョ と椿 の森 整 備

城端 ：桜 ヶ 池遊 歩道 整 備

福野：安居大堤ビオトープ整備

庄川：二万石用水親水空間整備

井口：カイニョと椿の森整備

城端：桜ヶ池遊歩道整備

福光：法林寺歴史街道整備

福野：安居大堤ビオトープ整備
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砺波：散居村ミュージアム整備

井 波： 散居 村 散策 の 道整 備

井波：散居村散策の道整備

砺波：散居村ミュージアム整備
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Ⅲ 計画の基本的な考え方

①景観構造の確認

⑥ネットワーク化

⑤地域拠点の設定

③保全方針の設定

②地域資源の確認

④散居村保全モデ
 ルエリアの設定

保全活動型整備地区

資源活用型整備地区

（６）施設整備の全体フレーム

地区毎の周辺状況に

応じた保全方針

計画の全体フレームのイメージ

散居の状態と市街化の圧力に応じ

て、各々のゾーンの役割を設定し

目標となるイメージを創り上げて

いく。

全体フレームの構成

 これまでの様々な調査や分析によって設定

された全体フレームの構成

・国道、県道、市町村道、

 農道、サイン計画によ

 るネットワーク

・保全活動、広報活動、

 教育プログラムのネッ

 トワーク

散居村保全モデルエリア

地域拠点の設定

ネットワーク化

 ２つの整備地区はそれぞれ性格が違い、異なるルールづくりのモデ

ルとすることで、全体のルールづくりへ展開させる事ができること、

情報発信、学習体験の機能を相互補完できることからも、これらの２

つの地区を散居村保全モデルエリアとして全体の核にしていく。

砺波地区・・・・・・・

保全活動型

福野―井波地区・・・・

資源活用型

整備地区

整備地区

散居村保全モデルエリアと地域拠点を、

散策道や散居村水と緑の街道（仮称） 

（国道、県道、市町村道、農道、サイン

計画）によってネットワーク化し、また

ソフト面でも保全活動、広報活動、教育

プログラムのネットワーク化を図ってい

くことにより、散居村保全活動を砺波平

野に面的に展開していく。

地域拠点は①住民参加に基づき、②景観

保全や自然との共生、歴史文化資源の活

用等に配慮して整備する施設で、各市町

村における２１世紀の農村づくりのモデ

ルとして位置づけられる。

また、「散居村保全モデルエリア」と連

携することによって、当該市町村に散居

村保全活動など住民参加による農村づく

りを拡げていく。

庄川

福野

小矢部方面へ

４ ， 南砺 リ サイ

    ク ルセ ン ター

②  ク アガ ー デン 情 報セ ン ター

井口

城端

福光
井波

高岡・大門方面へ

砺波

自転車道

散居村水と緑の街道（仮称）

風景を創っていくゾーン
すでに様々な場所で市街化が

目前まで進んでおり、景観保

全のための短期的な対策を必

要とする地域である。

風景を繋ぎとめるゾーン
市街化が今まさに進もうとし

ているが、散居村を代表する

景観の広がる地域である。現

在の風景の特性を生かしなが

ら、ルール化などにより景観

破壊を食い止め、長期的に美

しい景観を持続させていく事

が望まれる地域である。

風景を守っていくゾーン
今もなお、大部分が美しい散

居村の景観を留めている地域

である。今の風景を次世代に

残していくためのとりくみを

考えていくことが必要な地域

である。

・地勢

・水系

・散居景観の状態

・市街化の状態

・自然資源

・産業資源

・農業資源

・公共資源

・生活資源

・歴史資源

・保全活動型整備地区

・資源活用型整備地区

・風景を創っていく

       ゾーン

・風景を繋ぎ止める

       ゾーン

・風景を守っていく

       ゾーン

「散居の状態が非常に良い地域」の中央に位置し、

福野町と井波町にまたがる。自転車道（サイクリン

グロード）を軸に、散策路により、散居村に点在す

る巖浄閣、高瀬神社、高瀬遺跡等の地域資源を結び、

見て楽しむ地区として、巌浄閣の魅力向上、ポケッ

トパーク等の整備を行う。

「散居の状態が非常に良い地域」の北端に位置する。

散村地域研究所やボランティア団体等の人材・実績

を活用し、砺波平野の散居村保全活動や情報発信等

の拠点となる施設を、砺波市が計画している地域拠

点（散居村ミュージアム）や調整池（他事業で実

施）と一体的に整備していく。

１・散居村ミュージアム

２・安居大堤ビオトープ

３・法林寺歴史街道

４・桜ヶ池遊歩道

５・散居村散策の道

６・二万石用水親水空間

７・カイニョと椿の森

 これまでの検討を踏まえると、「散居村の状態が非常に良い地域」のうち、市街化の圧力が高まっている砺波地区と福野－井波地区の２地区を、散居村

を保全していくためのルールづくり等のモデルとなるエリア（散居村保全モデルエリア）として位置づけ、それぞれの特色により、保全活動型、資源活用

型として整備していくことが効果的である。併せて、地域拠点として７つの拠点を整備しネットワーク化していく。

資源活用型整備地区
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散居の状態が
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散居の状態が
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（傾斜地地域）

様々な地域資源の
分布

風景を守っていく
ゾーン

風景を繋ぎ止める
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風景を創っていく
ゾーン
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市街化の圧力

保全活動型整備地区

散居の状態が

良い地域
（平野地域）

散居の状態が
非常に良い地域

散居の状態が
良い地域

（傾斜地地域）

散居の状態が
非常に良い地域

市街化の圧力

市街化の圧力

市街化の圧力

散居の状態が
良い地域

（傾斜地地域）

散居の状態が
良い地域
（平野地域）


